
昭
和
五
十
二
年
三
月
十
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八

号 

   

衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
の
解
釈
と
運
用
の
実
態
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
〇
第
八
号 

昭
和
五
十
二
年
三
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
保 

 

利 
 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
の
解
釈
と
運
用
の
実
態
に
関
す
る
質
問 

に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

行
政
事
務
を
処
理
す
る
上
で
個
々
の
法
令
の
規
定
を
解
釈
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
法
令
の
各
規
定
相
互

間
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
他
の
法
令
と
の
関
係
に
も
注
意
し
、
全
体
と
し
て
の
法
秩
序
の
調
和
を
乱
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
は
、
新
東
京
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理

を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
国
の
機
関
が
こ
れ
を
行
う
よ
り
は
新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い

う
。
）
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
新
東
京
国
際
空
港
は
同
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
公
共
用
飛
行
場
で
あ
る

こ
と
を
要
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
施
設
の
内
容
は
、
飛
行
場
の
設
置
者
で
あ
る
公
団
が
運
輸
大
臣
の
定
め
る

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
運
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
工
事
実
施
計
画
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
の
位
置
を
政
令
で
定
め
る
に
は
、
他
の
政
令
に
お
け
る
と
同
様
に
閣
議
の
決
定
及
び
天
皇

の
公
布
を
必
要
と
す
る
（
憲
法
第
七
条
及
び
第
七
三
条
並
び
に
内
閣
法
第
四
条
）
。 

昭
和
四
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
、
公
団
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
さ
せ
、
当
該
業
務
の
円
滑
な
処
理
を
図
る
た

め
、
千
葉
県
成
田
市
に
新
東
京
国
際
空
港
公
団
工
事
局
が
置
か
れ
て
い
る
。 

四 

 



七
に
つ
い
て 

       

(2) 

次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(1) 

法
第
十
条
第
四
項
の
監
事
に
よ
る
業
務
の
監
査
は
、
公
団
の
業
務
全
般
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

   

十
、
十
六
及
び
十
七
に
つ
い
て 

(3) 
現
在
ま
で
に
、
運
輸
大
臣
に
対
し
て
法
第
十
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
監
事
の
意
見
の
提
出
は
な
く
、

ま
た
、
公
団
総
裁
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。
）
は
、
公
団
の
役
員
と
し
て
の
職
務
に
専
念
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

六 

 



十
二
に
つ
い
て 

十
一
に
つ
い
て 

御
質
問
の
法
律
の
条
項
に
い
う
「
新
東
京
国
際
空
港
」
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
お
い
て
異
な
る
も
の

で
は
な
い
。 

法
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
施
設
は
、
新
東
京
国
際
空
港
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

施
設
で
あ
る
。 

御
質
問
の
法
第
二
十
条
の
改
正
は
、
公
団
が
従
来
新
東
京
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
業
務
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
き
た
同
空
港
の
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
対
策
に
係
る
業
務
が
、
昭
和
四
十
九
年
三
月

二
十
八
日
以
降
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
量
、
質
と
も
に
拡
充
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
か
ら
同
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
当
該
業
務
が
公
団
の

業
務
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

七 

 



十
五
に
つ
い
て 

十
四
に
つ
い
て 

十
三
に
つ
い
て 

(1)
か
ら

(3)
ま
で 

新
東
京
国
際
空
港
は
、
法
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
る
公
共
用
飛
行
場
と
し
て
、 

法
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
運
輸
大
臣
が
公
団
に
対
し
基
本
計
画
を

指
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
新
東
京
国
際
空
港
が
法
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
各
号
に
掲
げ
る
要

件
を
備
え
る
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
公
団
の
業
務
の
う
ち
特
に
基
本
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
航
空
政
策
に
沿
つ
て
実
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

法
第
二
十
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
は
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
付
随

す
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
公
団
の
業
務
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
同
項
第
一

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
と
は
別
個
の
業
務
と
し
て
第
五
号
の
業
務
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

八 

 



(6)
及
び

(8) 

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
用
地
買
収
、
建
設
工
事
等
に
要
す
る
期
間
を
勘
案
し
、
お
お
む
ね
四
千

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
滑
走
路
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
諸
施
設
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
昭
和
四
十
五
年
度
末
ま

で
に
完
成
を
予
定
し
、
全
工
事
の
完
成
は
昭
和
四
十
八
年
度
末
を
目
途
と
す
る
よ
う
に
定
め
た
も
の
で
あ 

る
。 

(4)
及
び

(5) 

基
本
計
画
に
お
け
る
空
港
敷
地
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
に
掲
げ
る
三
本
の
滑
走
路
を
設
け
る
こ
と

を
前
提
に
、
そ
の
他
の
空
港
諸
施
設
を
設
置
す
る
た
め
に
合
理
的
に
必
要
と
さ
れ
る
範
囲
の
土
地
を
含
め
て

千
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
面
積
が
必
要
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

計
器
気
象
状
態
に
お
い
て
も
同
時
に
離
着
陸
が
可
能
と
な
る
十
分
な
間
隔
を
置
い
た
お
お
む
ね
四
千
メ
ー
ト

ル
及
び
お
お
む
ね
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
平
行
滑
走
路
並
び
に
横
風
が
強
い
場
合
に
お
い
て
も
離
着

陸
が
可
能
と
な
る
お
お
む
ね
三
千
二
百
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
横
風
用
滑
走
路
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

九 

 



十
八
に
つ
い
て 

(3) 

公
団
の
業
務
方
法
書
の
認
可
申
請
は
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
に
な
さ
れ
、
同
年
十
二
月
一
日
に
認
可
し 

(2) 

昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
日
で
あ
る
。 

(1) 

業
務
方
法
書
は
、
公
団
の
業
務
に
関
す
る
基
本
的
な
規
則
で
あ
り
、
そ
の
業
務
の
遂
行
に
当
た
つ
て
は
、

こ
れ
を
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
法
第
二
十
四
条
は
、
業
務
方
法
書
の
こ
の
よ
う
な
機
能
に
か
ん
が
み
設

け
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
る
。 

(7)
及
び

(9) 

基
本
計
画
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
四
千
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
滑
走
路
に
対
応
す
る
諸
施
設
と
は
、

お
お
む
ね
四
千
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
滑
走
路
に
お
け
る
航
空
機
の
安
全
か
つ
円
滑
な
離
着
陸
を
確
保
す
る
た

め
に
直
接
必
要
な
施
設
を
い
う
。
ま
た
、
全
工
事
の
対
象
と
な
る
施
設
は
、
そ
の
設
置
を
指
示
し
た
三
本
の

滑
走
路
及
び
こ
れ
ら
の
滑
走
路
に
お
け
る
航
空
機
の
安
全
か
つ
円
滑
な
離
着
陸
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

す
べ
て
の
飛
行
場
施
設
及
び
航
空
保
安
施
設
で
あ
る
。 

一
〇 

 



十
九
に
つ
い
て 

二
十
に
つ
い
て 

(5) 

公
団
の
業
務
方
法
書
の
認
可
申
請
が
遅
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
が
、
公
団
の
役
員
に
法
第
四
十
二

条
の
制
裁
を
加
え
る
ま
で
の
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。 

(4) 

公
団
の
業
務
方
法
書
の
変
更
認
可
申
請
は
昭
和
四
十
九
年
六
月
二
十
一
日
に
な
さ
れ
、
同
年
七
月
二
十
五

日
に
認
可
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
公
団
の
規
程
で
廃
止
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
に
関
連
し
、
当
該
規
程

を
引
用
す
る
部
分
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。 

公
団
の
最
初
の
事
業
年
度
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
三
十
日
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
に

終
わ
つ
た
。 

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
二
日
に
総
裁
と
な
る
べ
き
者
と
し
て
成
田
努
が
、
同
月
二
十
八
日
に
監
事
と
な
る
べ 

た
。 

一
一 

 



 

一
二 

き
者
と
し
て
大
野
健
雄
及
び
村
瀬
宜
親
が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
た
。 

二
十
一
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
一
年
七
月
十
一
日
に
設
立
委
員
に
任
命
し
た
石
岡
実
、
吉
国
一
郎
、
中
野
正
一
、
竹
内
寿
平
、
佐

藤
一
郎
、
斎
藤
誠
、
若
狭
得
治
、
堀
秀
夫
、
前
田
光
嘉
、
柴
田
護
、
佐
々
木
直
、
友
納
武
人
、
成
田
努
及
び
今

井
栄
文
は
、
同
月
十
四
日
に
設
立
の
準
備
を
完
了
し
、
同
月
十
五
日
に
政
府
に
対
し
出
資
金
の
払
込
み
を
請
求

し
、
同
月
三
十
日
に
出
資
金
の
払
込
み
が
あ
つ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




